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３月２日（月）

～１５１名に卒業証書を授与～

３月２日（月）に第８回卒業証書授与式が ３月２４日（火）をもって、食堂の

行われました。本年度の卒業生は男子７ 販売員さんがお勤めを終えられ

１名・女子８０名の計１５１名でした。永石 ます。新宮商業の時代から２０

校長は祝辞の中で、出会いを大切にするこ 年以上にわたり、おいしいご飯を

と、社会人としての責任と自覚をもつこと、郷土へ貢献できる 作り続けていただきました。

人間になることという三つのことを卒業生に伝えました。生徒 ①嬉しかったこと

会長濵佳津希君の送辞の後、卒業生代表で瀧谷澪花さんが 「新翔生は元気で、いつも明る

答辞を読みました。「私たちにとってクラブ活動は、喜び・悲し く声をかけてくれたことが本当に

み・感動が詰まった、かけがえのない宝物でした。」と３年間の ありがたかったです。人なつっこい

クラブ活動への思いと、「これまで私たちを支え、励まし、助け 子が多くて、話しかけに来てくれるこ

てくださったすべての人たちにもう一度感謝の言葉を述べたい とが毎日のエネルギーになっていた

と思います。」という感謝の言葉が印象的でした。 気がします。生徒から「ばばあ！」と

言われ追いかけまわしたりしたこと

もありましたが、そんなやんちゃな生

徒ほど可愛らしく感じましたね。」

②印象に残っていること

「昔は今のように途中の休憩時間にパンなどを買いに来る生徒は

３月９日（月） あまりいなかったのですが、その分昼休憩に一斉に生徒が食堂に押

し寄せて来ました。その様子は商業時代の制服が黒だったこともあ

～将来の自分に向けて意識を高めよう～ って、まるで蟻の大群がえさに群がるようだったのを覚えています。」

３月９日に１・２学年生徒全員を対象とした進路説明会が実 ③新翔生にメッセージ

施されました。大学や専門学校などの先生が講師となり、１年 「どんなことも諦めずに頑張って欲しいと思います。人生の中で時

生は２０会場、２年生は２３会場に分かれ、進路に関する学習 には後退してしまうときもあると思いますが、そこで諦めてしまうので

を行いました。１年生の就職の分野では「進路の意識」や「正 はなく、そこから一歩踏み出す勇気を持ってください。高校の３年間

社員とフリーターの違い」をテーマにした寸劇を、また、２年生 は一番楽しいときだと思います。自分にとって輝いた３年間にしてくだ

の就職の分野では「面接の さい。」

成功例と失敗例」に関する ④最後に

寸劇を見たり、挨拶の仕方 「ここまで大きな問題もなくやってこられたのも生徒のみなさんや学校

を学習しました。 の先生方のおかげです。関わって下さったすべての人に感謝したい

と思います。」

３月５日（木）

～８分で避難完了 さらなる時間短縮を～

２回目の防災避難訓練を実施しました。今回の訓練は、実施日時を知らせずに行いま

した。１１時５０分に緊急地震速報が流れ、生徒達は身の安全を確保する行動をとり、

その後、避難場所であるプール周辺に移動を開始しました。生徒や教職員の安否確認

も含め８分で避難が完了しました。次回はさらに２分の時間短縮を目指しましょう。

◇◇４月 当面の行事予定◇◇

３日（金） 離任式 ８日(水) 始業式・新任式 ９日(木) 第９回入学式

１０日(金） 対面式 身体測定 １４（火）～１６日(木） 新入生研修 １７日(金） 情報モラル講座

２１日（火） 防災避難訓練 ２３日(木） 生徒会役員選挙 ２８日（火） 遠足 ３０日（木） スポーツテスト

（左から）

須﨑 文世さん ２０年

瀬古 幸さん ２５年

小綱 さつきさん２７年


